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１．はじめに 

 現代の日本の多くの都市では,過疎地域の増加や

少子高齢化の影響により,次世代の人々によってよ

り良い街づくりにつなげるためコンパクトシティ化

が進められている.しかし,単純に機能の集約を行う

だけではなく施設配置を考えるために,生活空間を

どのように認知しているのかを知ることが必要であ

る.本研究では,居住地域による認知・イメージしてい

るまちの姿と現実空間の関係性の抽出を行っていく. 

1.1．背景 

 人は何度か訪れると頭の中に認知地図を構築し,

想像している地図にしたがい行動する.認知地図は

行動しやすいように頭の中で書き換えられ,その際

に現実の空間とは歪みが生じると考えられている.

認知地図の歪みの研究は数多く行われおり,空間概

念は街での生活を送る中で変化してき,それにより

独自の認知地図を構成していく.その際に,利用頻度

の高いものや興味を持つものは大きく認知地図の中

に存在すると考えられる.頭の中の認知地図を取り

出すことで,人々の行動や生活により変化していく

街を把握でき,認められる機能や不要な施設等,今後

の街づくりに生かすことが出来ると考える.本研究

では認知地図の特性から街における魅力を感じる部

分や認知されにくい場所を分析し,魅力的で住みや

すく,さらに住みつづけたいと感じる,あるいは快適

で安全な都市空間デザインの提案を目標とする. 

1.2．目的 

 K・リンチは「周囲の環境から得られるいくつか

の明確な感覚的手がかりが,徹底的に取り入れられ,

組み立てられているのである.この組み立てること

organization こそ,自由に動き回る生活の能率ばかり

かそのような生活の存在そのものにとって,かくこ

とのできないものである」としている.つまり,魅力

のある街づくりのためには,空間や環境をどのよう

に理解していき,そこがどのような意味を持つのか

を理解することが必要である. 
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本研究では,認知・イメージしているまちの姿と

現実空間の関係性を明確にすることで,認識され

る・されにくい地域,施設等の把握を行い,類似施設

等がどのように相互に関わり合い,作用しあうのか,

また分断されているのか要因の抽出を行っていく. 

２．認知マップ調査 

 Ｋ・リンチは「われわれは環境のイメージがどの

ようにつくられ,どんな特徴をもち,われわれの生活

において社会的,心理的,審美的および実際的にどん

な役割を果たすかについて,何かまなびとることが

できるであろう」としている.快適な環境の創成に

むけて人々の都市に対するイメージ,つまり構造の

把握を行わなければならない.本研究では研究室で

行われてきた既往研究の実験結果を用い,分析を行

っていく.認知地図による都市構造の把握により魅

力を感じる空間や街の姿の基礎的要因の抽出を行

う. 

分析に用いる調査方法としては,被験者に 4 切り

の画用紙と 12 色の色鉛筆を渡し,地図描画法の中の

基本的描画法を用いて調査をおこなう.地図描画法

とは,被験者に平面上に手描き地図を描いてもらい,

その地図上での地点間距離を認知地図上での布置と

みなす方法である.対象者として同じ地域の地図を

描いてもらうために共通の大学に通っている学生を

対象に調査をおこなった.調査をおこなう上で,大学

周辺をある程度認知している必要があるため,2018

年以前から大学に通学している学生 29 名に協力し

てもらい,大学周辺の地図を自由に描いてもらった.

既往研究では一人一人の認知マップに描かれている

要素を,文字または絵のどちらか,現実と認知地図の

歪みに着目して抽出している.本件研究ではではこ

れをもとに,共起ネットワークやボロノイ分割を用

いて認知構造の把握を行う.2021 年度取得した認知

地図の一部を図 1 に示す. 

 

図 1 基本的描画法による認知地図 

2.1．共起ネットワークによるクラスターの形成 
 認知地図により得られたデータを描かれた構造物

や建築物等を対象に記載数また記載事項のデータの

一部を表 1に示す.合計で 108個の構造物等が記載さ

れていた. 
表 1 記載事項一覧（一部抜粋） 

  大学 高速道路 OIT ホー

ル 

弁当屋前駐車

場 

弁当

屋 

駐輪

場 

… 

1 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

2 〇 〇 
  

〇 
 

 

3 〇 〇 
  

〇 〇  

4 〇 〇 
    

 

5 〇 
 

〇 
 

〇 〇  

6 〇 
     

 

7 〇 〇 
   

〇  

…        
 
次に得られたデータの分類を行うために Kh coder

を用いて解析を行っていく.テキストマイニングの

分析方法の一つの共起ネットワークを用いて分類を

行う.これは語と語のつながり関係,段落または文に

おける語の出現パターンの類似性をもとに,文章中

におけるそれらの語のつながり関係をネットワーク

図として可視化したもので,文章を分析する際に利

用されている分析方法である 5).得られた結果を図 6
に示す. 
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図 6 共起ネットワーク図 

結果より同一の目的・利用行動の近い施設等が共起

されやすいことが明らかとなった. 

2.2．ボロノイ分割による構造把握 

ここでは,施設や公共施設等の位置による繫がり

の調査を行っていく.ボロノイ図とは,平面上に設定

された複数の座標をもとに,同一空間上でどの母点

に最も近接であるか平面上の座標空間の領域分けを

行い,作成される図のことである.ここではボロノイ

分割を用いてそれぞれのエリア等の認知地図でのつ

ながりを実際の地図上で表現を行い,現実と認知構

造の差異を抽出していく.共起ネットワークによっ

て得られた結果より,ArcGIS を用いて作成したボロ

ノイ図を作成した.さらに,図 6 に示している共起ネ

ットワーク図より,繫がりの近いグループごとに色

付けを行ったボロノイ図を図 7 に示す. 

 
図 7 ボロノイ図（分類） 

結果より大学近辺での領域は密度が高く,離れる

ほど領域の面積が高い結果となった.しかし,距離や

方向などといった規則性を見出すことはできなかっ

た.次章では人々の認知空間は距離などの物理的な

間隔だけではなく,心理的な感覚で都市を構成して

いるか検証を行っていく. 

３．利用率調査 

 3 章ではそれぞれの店舗ごとの特性の把握に向け,

利用率の調査を行う.大阪工業大学の生徒 33 名を対

象に店舗ごとの利用率のアンケート調査を行った.

図 6 に示した共起ネットワーク図より得られた 37

個の構造物を対象に,月当たりの利用頻度の調査を

行った.アンケート調査の一部を表 2 に示す. 

表 2 利用率のアンケート結果（一部） 

 

アンケートで得られた結果を 5 段階の点数化を行

い,GISを用いて共起ネットワーク図より分類された

グループごとのエリア別の利用率を示した. 

 

図 8 利用率による影響図 1 

 

ファミリーマート ラーメン屋 ローソン カレー屋 LLC

週１回 週１回 利用しない 利用しない 利用しない

週１回 利用しない 週１回 月１回 利用しない

月１回 半月1回 利用しない 半月1回 利用しない

月１回 利用しない 利用しない 週１回 利用しない

週１回 半年1回 週３回以上 半年1回 利用しない

週１回 利用しない 利用しない 半月1回 月１回

月１回 半年1回 月１回 週１回 利用しない
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図 9 利用率による影響図 2 

グループ分けされた中でも,利用率や利用行動が

類似の施設が塊として捉えられ,中でも利用率の高

い店舗に引っ張られる形状となった.利用率の高い

日常から利用する施設に付随して周辺の店舗を記憶

していることが考えられる. 

３．考察 

多くの被験者が都市空間において,類似の施設と

ともにこれらと近くに存在する異なる性質の施設を

合わせてひとつの領域として構成している可能性が

高いと考えられる.一つの領域はそのイメージをも

って都市内に位置し,場合により歪んだ都市の認知

空間を構成しているといえる.以上の結果より,過疎

地域の増加や少子高齢化を考慮し,コンパクトシテ

ィ化を進めて行く中で集約を行うことも重要である

が,エリアでの行動目的や対象地域における役割を

考慮した施設配置等を改善することで,行動の多様

化等,住みやすく快適なまちづくりに繋がるのでは

ないかと考える. 
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